
グリーン・イノベーションによる
豊かな低炭素社会創造

～ 大阪市のまちづくりの視点から ～

大阪市 計画調整局
科学技術振興担当部長 山口 あをい



１．大阪市の概況



面 積：約 222km２ （全国比約0.06％）
昼間人口：約 358万人（全国比約 2.8％）
夜間人口：約 266万人（全国比約 2.1％）
ＧＤＰ ：約21兆4,700億円（全国比約4.1％）

兵庫県

京都府
滋賀県

奈良県大阪府

大阪市

◆大阪市の概要



２．まちづくりの歴史と環境



交通渋滞（昭和３７年桜橋付近）

スモッグ（昭和４４年淀屋橋付近）急速な都市化に対応したインフラ整備や
公害などへの対策が急務となっていた。

写真提供：（財）大阪市都市工学情報センター

◆まちづくりの歴史



大気汚染は大幅に改善された

出展：大阪市環境白書

◆公害の克服



◆インフラ整備とコンパクトシティ

提供：大阪市交通局

（１９６９年）



◆インフラ整備とコンパクトシティ

提供：大阪市交通局

（現在）



３．都市の新たな課題
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上昇率：0.08℃/10年

上昇率：0.06℃/10年

上昇率：0.29℃/10年

上昇率：0.13℃/10年

約２℃上昇

約１℃上昇

大阪では１００年間で約２℃、平均気温が上昇

出典：大阪管区気象台、気象庁データより作成

◆都市固有の温暖化現象



◆ヒートアイランド現象
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1990年度排出量
からの増減

部門別CO2排出量の変化

〔万tCO2〕

提供：大阪市環境局

業務部門：＋34％

産業部門：－49％

家庭部門：＋23％

運輸部門：－13％

廃棄物 ：＋ 3％

◆二酸化炭素の増減

業務部門と家庭部門での排出量削減が必要



エコ活動に取り組む市民にポイント
を付与し、「OSAKA PiTaPa」カー

ドにチャージする。チャージされた
ポイントにより、市営交通の運賃割
引サービス等を受けることができる。

◆なにわエコポイント制度の創設

エコ活動の活性化、地域経済の活性化

エコ活動
・環境家計簿、エコバック・マイ箸持参、リサイクル、

学習会・イベント 等

参加エコポイント

市 民

商店街の金券、エコ商品、OSAKA PiTaPaポイント

サービスエコポイント使用

なにわエコポイント制度イメージ

建築物の環境配慮を総合的に評価す
る「CASBEE大阪」において、届出

対象を拡大し、新築建築物における
CO2削減・省エネ対策の強化・充実

や、既存建築物における省エネ化の
促進を図る。

◆CASBEE大阪みらいの創設

環境配慮型建築物事例
(ダイビル)

市民、企業の環境活動を支援



◆未利用エネルギーの活用促進

様々な取り組みをしているが、特効薬はない

河川水の有効利用

ごみ焼却工場の焼却余熱利用

下水処理場の消化ガス利用



４．新しいまちづくりと社会に開かれた研究の推進



◆森之宮地区

森之宮工場建替イメージ
（写真は東淀工場）

集合住宅
（ＵＲ）

集合住宅
（ＵＲ）

研究所
（市）

小学校

新森之宮
工場

市有地

中浜下水
処理場

消化ガス
処理水(冷却水）

電力



夢洲1区メガソーラー
イメージ

◆夢洲・咲洲地区
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咲洲コスモスクエア地区
フェリーターミナル化

Ｃ6,7岸壁

南港野鳥園

南港中
央公園

ポートタウン

天保山
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インテック
ス大阪ＡＴＣ

コスモスクエア駅

舞洲地区

夢洲地区

メガソーラー
ゴミ発電

（舞洲清掃工場）

スマートコミュニティーネットワークのシステム構築

環境産業クラスターの形成



北口広場イメージ

◆うめきた地区

JR大阪駅

北口広場

西口広場

ひろがりのゾーン

やすらぎの

ゾーン

ゆとりの

ゾーン

よそおいの

ゾーン

ふれあいの

ゾーン

ナレッジ・キャピ

タル・ゾーン
ナレッジ・キャピタル

ゾーン（２）

２期開発区域（約17ha）

先行開発区域 （約7ha）
（平成25年春まちびらき予定）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
うめきた（大阪駅北地区）の開発計画の概要について説明する。

面積約7haの先行開発区域は、先ほど述べたとおり平成25年まちびらきの予定で、中核施設となるナレッジキャピタルにより、次世代産業の集積や、新産業の創出をめざす。

地区西側の2期開発については、現在、貨物駅となっているが、平成25年に廃止･移転される予定で、その後、更地化され、平成26年頃から開発可能となる。

2期開発区域においては、最先端の環境技術を活用した環境負荷の低減を実現する、
また、環境に関連したビジネスを創出する場を提供するなど、「環境」をテーマのまちづくりを計画している。



大阪
北口広場
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◆うめきた先行開発区域の建築計画

環境ショーケースとして、各所にちりばめた省CO2手法

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、環境への取り組みを紹介します。

・先に説明した、複数街区全体での水と緑への取り組みの他、環境負荷の低減、低炭素化（省ＣＯ２）への取り組みとして、「自然換気システム」、「太陽光発電」、「運転効率の高い設備機器」等を導入する計画になっています。
・また、４つの街区（駅広、Ａ、Ｂ、Ｃ）を一体開発する点を生かし、ビルエネルギーマネジメント（ＢＥＭＳ（ﾍﾞﾑｽ））をネットワーク化して、まち全体での効率的なエネルギーマネジメントを行います。
・加えて、大阪市や関経連等各関係者と連携し、タウンマネジメント（ＴＭＯ）として、エネルギー管理、公共空間管理、及びプロモーション活動を通じた省ＣＯ２のマネジメントを長期に継続していく計画となっています。

　なお、この事業は、国土交通省（住宅局）の「住宅・建築物　省ＣＯ２推進モデル事業」として、昨年の５月に採択をいただいております。




「発信」「創造」「交流」という知的創造のメカニズムにより

新技術・新産業が生み出される

◆うめきたでの取り組みによる新技術・新産業の創出

資金・人材・知財
特区、規制緩和な

ど

ユーザー

ニーズ・利用情報・
生活情報など

(仮称)大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジ（大阪市）

産学官

情報発信

集積

ナレッジ・キャピタル

中核

つくる みせる まじわるあつまる

アジア・世界

国内

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、うめきたにおける（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジの全体像をまとめる。

大阪市は、都市型イノベーション拠点の形成に向け、ナレッジキャピタルの中核として、（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジを設置する。

そして、ロボット、健康、環境・エネルギーなど、大阪のポテンシャルを最大限に発揮しながら、多様な技術シーズの創出を促進するとともに、ユーザーニーズをとらえたイノベーションの創出に取り組んでいく。
特に、新製品・新サービスの創出支援や情報発信を通じて、中堅・中小企業の成長分野への挑戦や、アジア・世界への展開を強力に支援する体制を構築していく。

（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジは、平成25年春の「うめきた」まちびらきと同時期に開設の予定である。そのため、平成23年度から開設準備室を設置し、先行事業に取り組みながら、25年の開設と同時に活発な活動を展開できるよう準備を進める。

大阪・関西において、自律的・継続的にイノベーションが創出される環境をつくり、地域の成長、ひいては日本の成長を牽引していくための（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジである。

ご関係の皆様には、引き続きご支援をいただきたい。



ナレッジ・キャピタル
【「うめきた」（大阪駅北地区）先行開発区域 Ｂブロック】

◆うめきたにおけるナレッジ・キャピタルの形成

・ビジネス創出
・交流
・人材育成 など

・実証実験
・テストマーケティング
・情報発信 など

（仮称）大阪オープン・
イノベーション・ヴィレッジ



ニーズ情報

シーズ情報

国内外の
市場動向情報

イノベーション支援機能

可視化技術の
開発・活動促進

イノベーション・デザイン

国内・海外に
取組み事例、
モデルや成果

を発信

企業、大学・研究機関
等からの人材の集積

ユーザー 企業 大学・研究機関

参加・連携による
新製品・新サービス開発

テストマーケティング
や実証実験の場

ユーザー、企業、
大学・研究機関が

協働する場

ライフイノベーション
分野

グリーンイノベーション
分野

新市場の創出

新製品・新サービス
の創出

◆（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジの機能

（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジの取組みの方向性」について説明する。

「大阪・関西のポテンシャルを生かしてイノベーション創出を推進していくこと」が基本的な方向性である。

大阪・関西が強みを発揮して、ライフ・イノベーション分野およびグリーン・イノベーション分野に取り組み、可視化技術やイノベーション・デザインの活用により、それぞれのイノベーションを加速させていく。

また、異分野・異業種融合の促進やユーザーとの接点確保などを通じた事業化支援に取り組むため、（仮称）大阪オープン・イノベーション・ヴィレッジの共通基盤的な機能として、イノベーション支援機能を構築していく。



まとめ ～豊かな低炭素社会の実現に向けて～

・コンパクトシティの実現

公共交通を中心とする高齢者が移動しやすいまち、歩い
て暮らせるまちづくりによって、移動手段の低炭素化と
高齢者の社会参加を促進し、元気な高齢社会を実現

・エネルギーの地産地消の促進

地域の未利用エネルギーを積極的に活用できる制度や、
省エネルギー設備の導入を促進する制度の創設等により
多様なエネルギー源を確保

・オープン・イノベーションによる開発力の向上

地域の強みを生かし、業種・分野を超えた共同開発を促
進するとともに、開発にユーザーニーズを取り込む仕組
みを構築し、地域から豊かな低炭素社会を実現



ご清聴ありがとうございました。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 25
	スライド番号 26

